
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京大学൫理・前൯𝟐𝟎𝟎𝟑年第𝟓問 

さいころを𝑛回振り、第 1 回目から第𝑛回目までに出たサイコロの目の数𝑛個の積を𝑋とする。 

(1) 𝑋が 5 で割り切れる確率を求めよ。 

(2) 𝑋が 4 で割り切れる確率を求めよ 

(3) 𝑋が 20 で割り切れる確率を𝑝とおく。 lim
୬→ஶ

1

𝑛
log(1 − 𝑝) 

注意：さいころは 1 から 6 までの目が等確率で出るものとする。 

北海道大学൫理・前൯𝟐𝟎𝟏𝟑年第𝟒問 

次の規則に従って座標平面を動く点 P がある。2 個のサイコロを同時に投げて出た目の積を𝑋とする。 

(i) 𝑋が 4 の倍数ならば、点 P は𝑥軸方向に − 1 動く。 

(ii) 𝑋が 4 で割った余りが 1 ならば、点 P は𝑦軸方向に − 1 動く。 

(iii) 𝑋が 4 で割った余りが 2 ならば、点 P は𝑥軸方向に + 1 動く。 

(iv) 𝑋が 4 で割った余りが 3 ならば、点 P は𝑦軸方向に + 1 動く 

たとえば、2 と 5 が出た場合には 2 ⋅ 5 = 10 を 4 で割った余りが 2 であるから、点 P は𝑥軸方向に + 1 動く。 

以下のいずれの問題でも、点 P は原点(0, 0)を出発点とする。 

(1) 2 個のサイコロを 1 回投げて、点 P が(−1, 0)にある確率を求めよ。 

(2) 2 個のサイコロを 3 回投げて、点 P が(2, 1)にある確率を求めよ。 

(3) 2 個のサイコロを 4 回投げて、点 P が(1, 1)にある確率を求めよ。 

 

京都大学൫理・前൯𝟏𝟗𝟗𝟐年第𝟒問 

サイコロを繰り返し𝑛回振って、出た目の数を掛け合わせた積を𝑋とする。 

すなわち、𝑘回目に出た目の数を𝑌とすると、𝑋 = 𝑌ଵ𝑌ଶ ⋯ 𝑌 

(1) 𝑋が 3 で割り切れる確率𝑝を求めよ。 

(2) 𝑋が 6 で割り切れる確率𝑞を求めよ。  

大阪大学൫理・前൯𝟐𝟎𝟏𝟒年第𝟓問 

さいころを繰り返し投げ、𝑛回目に出た目を𝑋とする。𝑛回目までに出た目の積𝑋ଵ𝑋ଶ ⋯ 𝑋を𝑇で表す。 

𝑇を 5 で割った余りが 1 である確率を𝑝とし、余りが 2,3,4 である確率を𝑞とする。 

(1) 𝑝 + 𝑞を求めよ。 

(2) 𝑝ାଵを𝑝と𝑛を用いて表せ。 

(3) 𝑟 = ൬
6

5
൰



𝑝とおいて𝑟を求めることにより、𝑝を𝑛の式で表せ。 


